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　向暑のみぎりでございますが、皆様お変わりなくお過
ごしでしょうか。今月の「研修医だより」を担当させてい
ただきます。浜田医療センター研修医2年目の山本和博
と申します。宜しくお願い申し上げます。

　私は島根県松江市で生まれ、高校卒業まで松江市で
育ち島根大学医学部に入学しました。大学での6年間を
含めて生まれてからほとんど島根県東部から出ること
なく過ごしてきましたが、現在県内でも有数の勢いが
ある浜田医療センターで自身の力を高めたいと考え、
ここでの研修を希望しました。同じ県内ではありながら
これまで浜田を訪れる機会に恵まれませんでしたが、
研修医としていざ浜田で生活してみると、室谷の棚田
や夕日パークから眺めるマリン大橋など心惹かれる景
色が多く、1年間では味わいつくせない魅力が沢山ある
と感じています。

　新人としての1年間は振り返るとあっという間だった
という感想が的確ですが、同時に学びの多い1年間でし
た。指導医の先生方にはご多忙にも関わらず基礎的な知
識から丁寧にご指導をいただき、研修医の先輩方からは
研修医としてどう力を高めていくか、またまだ経験の浅
い自分達がどのようにすれば戦力の一員として僅かでも
貢献できるかを、時にご自身の失敗談を交えながら非常
に分かりやすくご教示していただきました。同期とも良
き同僚・良きライバルとして互いに切磋琢磨しています。
総じて周りに恵まれた研修医1年目でした。

　現在は昨年からの成長を感じつつも、まだまだ未熟だ
な、と反省することを繰り返し少しずつ勉強させていた
だいています。
　また今年からは研修医として初めての後輩が7人もお
り、何とか先輩方から教えていただいたことを伝えたい
と苦心しながら、むしろ後輩から刺激や知識をもらうこ
とも多く、教育者としても力をつけていく必要があるこ
とを痛感する日々を過ごしております。

　浜田医療センターでの研修も残り1年を切り、これま
で以上の勢いで実力をあげていかねばと改めて奮起して
います。
　特に今年は研修医2年目となり、浜田以外での研修を
させていただく機会も多いので、外で得た知識や技術を
持ち帰って同期や後輩に伝えていき、より一層医療セン
ター研修医の質を高めていくことを目標に力を尽くすつ
もりです。

　最後になりましたが拙い文章にお付き合いいただき、
ありがとうございました。梅雨入りも間近で、体調を崩
しやすい季節になるかと存じます。何卒ご自愛専一にて
お願い申し上げます。
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ご家族が納得して
安全な手術が受けられるように
　病気になり、医師から「手術をしましょう」と言われた
時、皆さんはどのようなことを思いますか？「手術は成功
する？」「麻酔から目が覚める？」など、いろんなことをお
考えになるのではないでしょうか。
　手術を受けるということは、人生において一大イベント
です。私は「手術を受ける患者さんやご家族に対して安全
と安楽を保障する」ことを活動目標とし、手術決定から
回復期における周術期看護を実践しています。
　そこで麻酔科医師の術前診察に手術室看護師が同席
し、患者さんの身体的状態を把握するだけでなく、患者
さんやご家族の思いも受け止めるような関わりができる
よう取り組んでいます。
　手術が決定したら、手術前に麻酔科外来で麻酔科医師
による術前診察を行います。安全な手術と麻酔のために
は、全身状態を把握しリスクを予測することが必要です。
術前に血液検査、心電図、レントゲン、CT、MRI、呼吸機
能などの検査を行います。その内容を基に麻酔科医師が
全身状態を評価し、麻酔とリスクの説明を行います。そこ
には手術室看護師も同席し起こりうるリスクを麻酔科医
師と共有します。同席した手術室看護師は「お任せしま
す。」という患者さんの言葉の裏にある思いを理解するた
めに寄り添い、不安なことはないか、医師の説明内容が
理解できているかを確認します。ご家族の思いも受けと
め対応します。
　そして手術や麻酔に必要な医療機器や医療材料を準備
して手術に携わります。私は患者さんやご家族が納得し
て安全な手術が受けられるよう同席する手術室看護師へ
支援しています。その内容を術前からかかわる病棟看護
師と連携できるよう調整しています。
　手術室内では手術看護において新人教育や現任教育
に携わり、個々に応じた指導に努めています。
　また院外の手術室看護師の指導も行っています。島根
県内の手術看護認定看護師と連携し、日本手術看護学会
島根分会で研修会を企画運営し、院外講師や手術看護関
連雑誌の執筆も行っています。

　今後も患者さんとご家族が安心して安全な手術が受け
られるように、手術に携わるメンバーと切磋琢磨していき
たいと思います。

手術を受ける患者さんと
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